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ー~、 三の植物 レクチンの精製とそれらのラット小腸膜で、の
D-グルコース吸収に対する影響
※※※ 
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序 論
1908年 Landsteinerらが，ある種の植物種子の抽出
液中iζ血球凝集能がある乙とを見いだして以来.フィト
へ7 グニチンまたはレクチン (Lectin)と呼ばれる血
球凝集素が，ナタマメ (Canavaliαensifolmis: Con 
A).インゲン豆 (Phaseolusvulgαris : PHA)江
ど豆科種子をはじめ，多くの植物から分離され，それら
の糖鎖結合特異性も明らかにされてきた1)。ζれらの植
物性レクチンは，特定の糖鎖と結合する乙とから.Ilj雨乳
動物の細胞相互認識における重要な役害IJを待つ細胞表層
の複合糖質の糖鎖の構造研究1<:広く利用されているの。
一方，レクチンは，大豆 ・イ ンゲン豆 ・小麦脹芽.お
よびトマトなど，我々の日常摂取する植物食品に含まれ
ていると乙ろから， 最近，消化管からの栄養素吸収，消
化lζ及lます反栄養素的作用が憂慮され，栄養学の分野で
にわかにクローズアップされる織になった。例えば，中
国らは.Con Aや四角豆 (Psophocαpustetragonolo-
bus)のレクチンをラットに与えてシュクラーゼ活性を
指標lζして調べた結果，その反栄養素的毒性は，小腸上
皮細胞表層lζ局在する酵素活性の抑制であると推論して
いる3)4)5jまた，最近の蛍光標識レクチンの研究では，
ラy卜IJ棚繊毛蝶iζ結合する乙とか報告されている6)7L
我々は，乙れまでに種々の植物起源から得たレクチン
の化学的性質と糖鎖結合特異性を調べて来たが，その過
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程で，レクチンの反栄養素的作用に興味を持った。我々
が得た予備的な結果では，ラット小腸吸収細胞微繊毛践
のマJレター ゼは， ト7 卜，リマ豆のレクチンなどによっ
ては，阻害を受けなかった。しかし，乙の乙とは，乙れ
らのレクチンが微純毛膜細胞表層の糖鎖と結合するとと
によって栄養ぷの吸収阻害を生じるのではなb、かという
可能性が考えられる。
本研究は.Nー アセチルーキトオリコ糖鎖を認識する
トマト (Lycopersiconesculenturω のレクチン • s-
Dーガラクトースに特異性を有し，且つ，細胞毒性を持
つ 卜ウアズキ (Abrusprecatorious)のレクチンを新
しい，簡単な方法で高度iζ精製したので，乙れらの レク
チンおよびNーアセチルーα Dー ガラクトサミン末端
基!C特異性をもっリ 7 豆のレクチンを用いて，小腸吸収
細胞の微繊毛膜中のキャ リアーを介して能動輸送で取り
込まれるグルコース (3-0ー メチルーD グルコースa) 
をモデルとして，吸収，又は，輸送限害を上皮細胞表層の
糖鎖とレクチンの相互反応という観点から明らかILしよ
うとした。その方法として，小腸反転サック法およひ;in
situ腸瀧流法を用いて検討した。
実草食材料および方法
1 )実験動物および材料
トウアズキーレクチンは，清水氏(三井物産)より供
与されたヒツレ7産野生種豆よりDelmotteらの方法 9)を
a本実験では，グルコースと同様な機構で輸送される非代
謝性の3-0ー メチノレーDー グルコースをも用いた8)。
( 1 ) 
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改良して分離精製した。トマト ーレクチンは，市販トマ
トより精製した。リマ豆レクチンは， ミシガン大学の
Goldsteinl導上により供用された精製標品川を用いた。
ウィスター系雄ラット(静岡実験動物農業協同組合)
は，市販図形飼料で体重約200gまて飼育後，実験に用いた。
電気泳動用の蛋自分子量マーカーキットは，Sigma社
より購入した。また，グルコース測定試薬(ニューク勺レ
コスタッ卜)は，クーパーバイオメディカル株式会社の
ものを用いた。 3-0ー メ チルー Dー グルコースは，手日
光純薬工業株式会社より購入した。
l)レクチンの繍製方法
1. トウアズキーレクチンの精製 9)
水で膨潤させた トウアズキ豆 (805g)を，脱皮粉砕
後 3倍量の0.15M題化ナトリウムを含むO.OIMリン酸
緩衝液 (pH7.2:PBSと略す)中で一晩撹伴.レク
チンを抽出した後， 1O，000rpm， 15分間遠心分荷量し，得
られた上消をぷ留*，ζて透析して，低分子物質を除去し
た。透析内液は， [1良外ろ過(東洋UK-15ij英)により濃
縮し.組レクチン画分とした。組レクチン画分 (82mg蛋
白質/lOml)をO.lmM塩化カル・ンウム， 0.0 1 ~彰ハイド ロ
サルファイ卜ナトリウム (Na2S204)， 0.15M.Ii.，(化ナ
トリウムを含むO.IMリン酸緩衝液 pH7.2(日/
NaCl)で平衡化させたpー アミノフェニル s-Dー
カ'ラクトピラノシJレー CHー セフアロース 4B(1.7x
9 cm)アフィニティーカラムIC添加したのち，同緩衝液
(120ml)で非吸着蛋自画分(4 ml/tube)を溶出した。
レクチン画分は， 50mMラクトース溶液ではお寺山されず，
O.IM酢酸溶液 (pH2.3:2 ml/tube)により総出さ
れた。溶出蛋白函分は，ただちに蒸留水に対して透析を
行った。上記の操作を繰り返し，得られた吸着蛍向画分
を凍結乾燥後，精製レクチン画分とした。精製レクチン
の分子量および単一性については， Bryanらの方法1)に
よるPolyacrylamideスラブ電気泳動法により調べた。
アフィニティーカラムの調製は，p ニトロフェニル
s-Dー ガラクトピラノシドを水索添加後，カルポジイ
ミドカ yプリング反応12)上りCHー セフアロース 4Bゲ
ルに縮合させた。
2. トマトーレクチンの調軍司
トマトーレクチンの精製は，市販トマト約 2kgから上
記と同様な傑作で行った。指l山液を50%硫厳アンモニウ
ムで塩析処理後，逮心分離によ り沈澱蛋白質を集め，流
水および蒸留水で透析を行い， さらに凍結乾燥して粗レ
クチン画分を得た。粗ト 7 トーレクチン画分は， Mono 
S (Pharmacia Fine Chemicals: 5 x 5 cm)カラム
を用いた液体クロ 7 トグラフィーにより精製を行った。
(2 ) 
レクチンは， 0.02M酢俊緩衝液 (pI-l4.3)を含む題化
ナトリウム (0-{).2M)のグラジエントで溶出させた。
血球凝集活性を示す画分を集め，蒸留水lζ対して透析し
たのち，凍結乾燥を行い，実験に用いた。
血)血球凝集活性の測定
血球凝集活性の測定は，V型タイタープレートを用い
る7 イクロタイタ一法で行った。すなわち，トウアズキー
レクチン溶液では，初濃度50峨蛋白質/25μl(トマト ー
レクチン溶液では， 10.5ゅ/25μlを初濃度とした)か
ら連続倍希釈(2 0 - 21 )を行い，種々の濃度のレク
チン溶液を調製後，25ぢO型ヒト赤血球又は， 2 %ラッ
ト赤血球浮遊液50μlを加え，室温で2時間放置後， 1白球
凝集を観察した。
へ7 グリチニン活性 (Unit:U) は，凝集反応を/~
した最大希釈倍数の逆数とし，また，比活性は.蛋白mg
当たりのへ7 グリチニン活性とした。
IV)小腸反転サック法
解剖l前24日寺間絶食させたラ y トをエチルエーテJレで麻
酔後開腹し小腸部を摘出 した。腸告は，生埋食塩水で伐
留物を洗浄除去した後， Wilsonらの方法13)に従って反
転した。乙の反転腸符は，約 3cmlζ 切断後，小腸の-~泌
を糸で結び，他方もゆるく結ぶと同時lζ粘膜を傷っけな
いように注射針を通し， 5 mM 3-0ー メチル Dーグ
ルコース/Krebs-Ringer燐酸緩衝液を約0.8mn実践
銅IIK注入して，反転小腸サック標本をf.:}た。反転小腸サッ
クを.レクチン(トウアズキーレクチン :43.9μ9・トマ
トー レクチン:50μ9・リ 7豆レクチン :80M)を加えた
5mM 3-0ー メチルーD-グルコース溶液(粘膜側協
液:mucosal f1uid， MF) 10mlを含む三角フラスコ(ス
リ絵っき)内lζ入れ，厳芸能置換後， 370C， 1 時間振溢さ
せた。また，対j照には，レクチンを含まない5mM3-
Oー メチルー Dー グルコース溶液を粘膜似1溶液として同
様な繰作を行った。
娠担軽後，反転小脱線品をフラスコから取り出し，重1ft
F ig. 1 Fluid -circulating method. 
1'i釆他 ・レクチンのラ y 卜小腸Kおける糖吸収への影斡
を損IJ定後，祭膜側溶液 (serosalfluid， SF)を回収
し， MFとSFの糖濃度 (MFG，SFG)を Phenol-
sulfuric acid法14)にて測定した。
V) In situにおける小腸潅流法 15)
瀧流実験では，室温を370Cとし，また河主流溶液を， 39"C 
iζ保ちながら撹伴を続けた。解剖前24時間絶食させた
ラットにネンブタール液(大日本製薬)0.35mlを大腿部
に注射して麻酔後， Fig. I1こ示した様に，腹部を切闘
し，空腸をがρOcmの2つのセグメントに分け，両セグメ
ン卜は，ペリスターポンプを用いて小腸上部より海流液
が循環できるようK濯流装置に倭続した。上部セグメン
トICは種々のレクチン(卜ウアズキ 1mg，リ 7 豆:5 
mg，トマト:5mg)を含むDー グルコース溶液 (1mg/ 
ml Krebs-Ringer燐酸緩衝液)20mlを，下部セグメ
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ントには，対照としてレクチンを含まないD グルコー
ス溶液20mlのみを漉流させた。潜流条件は， 0.2ml/min 
の流速で2時間行い， 10分間乙とに潜流液を採取した。
瀧流液中の遊離グノレコースをグルコース ーオキシダー
ゼ法により測定し，その減少から小腸における糖の吸収
を調べた。
VI)穫量および蛋白質量の測定
全糖鼠および蛋白質量のillJ定は ，Phenol引 Ilfuric
acid法 14):10よびLowry法!のを用いた。
グルコース オキシダーゼ法による遊離グルコースの
定量は，試車'140μHζ全容1mlになるように蒸留水を加え，
調製したグルコース測定キット溶液0.5ml加え， 370C， 
10分間反応後， 500nm における吸光度を測定した。
結 果
1 )レクチンの精製
卜ウアズキのレクチン巾iζは.血球凝集活性画分(分
子量13万)のほかに，細胞毒性を示すアプリン画分
(Abrin :分子品約6万)も存在する。 ラット腸官組織
を用いる実験で細胞毒性因子の影響を避けるためにアプ
リン画分をロI及的iζ分離した。すなわち， トウアズキから
抽出された粗レクチンをpー アミ ノフェニル s-Dーガ
ラクトシドをリガ‘ンドとしたCHー セフアロース 48の
アフィニティーカラムに通して分画した。その溶:J:lパター
ンは， Fig. 21C示したが，籾トウアズキーレクチンを
アフィニティーカラムlζ供し，非吸着図分を同緩衝液で
溶i十l後，カラムに吸着した蛋白質をO.IM酢駿熔液 (pH
2.3)で浴離させるとT-1 函分およびT-2画分の二つ
の函分が得られた。その精製度は，Table-1にまとめ
たが， T-I1時分 0.83%およびT-2画分約l2$ぢの回収
F ig. 2 Elution pattern of abrus hemagglutitin 率で得られた。 T一1画分の血球凝集比活性は，組レク
on s -0-galactopyranosyl -Sepharose チン箇分の比活性の四分のー (40U/mg)であったが，
48 affinity column. The PBS extract T-2画分の比活性は， 5120 U/mgて、32倍iζ精製され
of abrus bean was applied on an affinity t.こ。両レクチン両分の毒性は，LitchfieldとWilcoxon
column (1.7 x 9 cm)， and the non-absorbed の方法17)，ζよって調べた。種々の濃度のレクチン溶液の
protein was washed out with Pi / NaCl 希釈液O.lmlを5匹の7 ウス CICR-JCL，体重20-
buffer. The hemagglutitin was e!uted with 25g) IC腹腔内注射し， 72時間以内の死亡数を求め， LD9) 
0.1 M acetic acid. (see， Table-I) を算出した。その結果， T-1函分の場合では， 1. 6 x 
Table-l Purification of hemaggl utinin from Abrus precatorius bean 
Total Hemaggl utinating Specific 
protem achvity actlvlty 
fml<) (IJ) QJ/ml<) 
492 78.720 160 Crude lectin 
Affinity cotumn 
T-) fraction(abrin) 
T-2 fraction (hemaは !utitin)
4.1 
58.8 
Purification 
(-fold) 
164 
301. 056 
40 
5.120 
O. 25 
32 
( 3 ) 
一12ー 食物学
10-Lg/kg投与後72時間での生存率は， 0 ~彰であった。
一方， T-2函分のLD!lはO.lmg/kgと計算された。
なお，粗レクチン薗分のLD田は， O.85mg/kgであった。
ζの結果，T-1 [国分は，細胞毒性を有する分子量約6
万のアプリンであり，一方， T-2画分は.細胞毒性を
含まないヘマグリチニン活性持つレクチンである乙とが
止 18)確認され，乙れまでの報ロ と一致した。
さらに，T-2画分は， polyacrylamide電気泳動で蛋
白として単一のバンドを示し，また，各ケソレ濃度におけ
る移動度より分子量約12万であることが明らかになった。
従って，乙のT-2画分(へマグリチニン)を小腸管
からのDーグルコースの吸収，輸送の研究に用いた。
トウアズキのへ7 グリチニンの糖結合特異性は，赤血
球との凝集反応』ζ対する力。ラク卜ースおよびその誘導体.
オリゴ、糠の阻害反応、κより調べた。その結果，ラクトー
スに強い阻害活性(童話集を阻害するのに要する最小濃度.
3. 125mM)が認められたほか， Dーガラクトース， αー
メチルーDー ガラクトシド ，pーニ トロフェニル s-
Dーガラクトシドなどの誘導体(凝集を阻害するのに要
する最小濃度:それぞれ6.25mM，12.5mM， 12.5mM) 
さらにメルピオース，ラフィノース，およびスタキオー
ス(凝集を限害するのに要する品小濃度・共に12.5mM)
など非還元性末端にガラクトース筏基を持つオリコ'糖に
も阻害活性がみられた。 ζの事より， トウアズキのへマ
グリチニンli，ガラクトースに対して高い特異性を持ち，
さらに， α結合したカヲクトースに比べて8結合したガ
ラクトースIr対してより高い特異性を持つ事が確認された。
ト7 トー レクチンの精製およひ'性質については，級近
Nachbarらにより報告 19)されているが，本実験では， ト
7 ト中lζ存在するレクチンを簡便な方法である液体クロ
マトグラフィー (MonoSカラム，5x5cm)で精製
し，血球凝集活性函分を集めた。
トマト ーレクチンの繕結合特異性は，上記と同機な方
法を用いて赤血球との凝集反応Ir対するD クー勺レコサミ
ンおよびその誘導体，オリコ糖の阻害反応lとより調べた。
その結果，N-アセチルーキトピオス (s1→4結合し
たDi-N-Acetylglucosamine)のみに問答活性が，
認められた(凝集を阻害するのに婆する鐙小濃度:12.5 
mM)。しかし， Dー グルコース， D-グJレコサミンな
どの単糖のほか，pーニトロ フェニル Nーアセチルー
αー および-s-DークVレコサミニドなどの誘導体には，
阻害活性が認められなかった(凝集を阻害するのに用い
た録大浪度.単結および誘導体は，それぞれl∞mM，5 
mM)。との結果，トマト ーレクチンは，Nーアセチルー
キ卜ビオスに対して高い特異性を持つ乙とが縫認された。
上記2種のレクチンと異なる糖鎖結合特異性を持つリ
マ豆レクチンの単難精製および性質についてはBessler
10) らによりすでに報告されている
II)ラット小腸反転サック法によるDーグルコースの給
送に及ぼすレクチンの影響
上述の特異性の異なる三種のレクチンがラット小腸に
おける糖の輸送IL及ぼす影響を小腸反転サック法によ っ
て検討した。本研究で使用した糖としては，小腸管の膜
中で代謝されないものとして 3-0ーメチルーDーグル
コースを選んだ。三種のレクチンの存在下において3-
0ーメチルーDーグルコースの小腸反転サックによる愉
送の結果は， Fig. 3およびFig.41ζ示した。
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まず.複合糖鎖のs-Dー ガラク卜ース末端基iζ特異
性をもっ トウアズキーレクチン (43.93~蛋白質/10ml )
を用いた喝合，レクチンを含まない系では，禁膜側溶液
の3-0ー メチルーDーグルコース漉度/粘膜側溶液の
3-0ー メチルーDーグルコース濃度の比 CSFG/M
( 4 ) 
賀来他・レクチンのラット小腸における糖吸収への影響
FG)は， 1.93で約2倍祭膜側ICDー グルコースが輸送
されていたが，レクチンを含む系でのSFG/MFGは，
1.14で祭膜側への糖の輸送が見られず，レクチンによる
3 -0ー メ チルーDー グルコースの輸送IC岡容が有意な
差 (P<O.OI)をもって認められた。
また.本論文4ζ実験結果を記載していないが， トマト ー
レクチン(複合結鎖のキトピオース内部鎖を認識すると
考えられている:50μ炉蛋白質/lOm!)の場合，乙のレクチ
ンを粘膜側溶液lζ含む系のSFG/MFGは，レクチン
を含まない系でのSFG/MFGIζ比べ.若干低い{直を
示したが，両者の聞においては， 有意な差は認められな
かった。乙の事により.トマ ト レクチンは， 3 -0-
メチルーDーグルコースの鎗送を阻害しない乙とが考え
られる。
また， Fig. 4 ICは， 種々の異なった濃度のリマ豆 レ
クチン CNーアセチルーα-Dー ガラクトサミンIC:特異
性をもっ)を用いてラット小腸反転における槍の輸送を
調べた結果を示した。リマ豆レクチンの濃度が，高くな
るに従い， SFG/MFGの減少する傾向が見られた。
乙のリマ豆レクチンが，ラッ ト小腸膜組織における3-
Oー メチルーD-ク勺レコー スの吸収(または繍送)を阻
害する乙とが考えられる。
乙れらの反転サックによる実験lζ関する|渡り際結合特
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異性の異なる三極のレクチンの中で，s-Dー ガラクトー
ス末端に結合する卜ウアズキーレクチンおよびNーアセ
チルーα-Dーガラクトサミン末端に特異性をもっリマ
豆レクチンはラ ット4暢膜における Dー グルコース C3 -
Oー メチル-Dー クツレコース)の紛送を阻害するが，復
合糖鎖内部のβ一 (1→ 4)キトオリコ糠鎖に結合する
と考えられるト 7 卜ーレクチンにおいては.期待に反し
て顕著な糖の輸送の阻害は見られなかった。
一般に動物細胞表!自の糖鎖には ，s-Dー ガラク卜ー
スあるいは，その先にシアル駿を末綿1去に有する糖蛋白
質が存在すると考えられている。一方，Nー アセチル
α-Dー ガラクトサミンは，ムチン型の糖蛋白質中に存
在する。本研究では， ζ れらの糖銭基』ζ特異性をもった
レクチンが，糖の給送を阻害する乙と，乙れに反して糖
蛋白質内鎖のキ トオリゴ糖lζ結合性をもっ 卜7 ト レク
チンは，糖の輸送を阻害しなかった。との興味ある問題
は，上皮細胞表層の糖鎖構造と関連して検討する必要が
あると考えられる。
以上述べた結果からs-Dー ガラクトースまたはNー
アセチルー αー Dー ガラク トサミンを含む糠鎖をもっ糖
蛋白質がラッ ト小腸上皮細胞表層に存在し， 糖の輸送に
重要な役書IJを担っている乙とが想像される。
皿)ラット小腸濯流によるin"i"oでのレクチンのD-
グルコース吸収への影醤
上述の反転サックを用いたinvitroでの実験ではク リ
ア・カットな結果が得られなかったので，次iζ，レクチ
ンを用いてラ ット小腸での糖吸収への影縛をinsitu腸
海流法によって調べた。 Fig:.11ζ示したように，ラッ
トを麻酔下で開腹後，小腸部を約20cIIの2つのセグメン
トに分けた。上部セグメントには三種のレクチン(トウ
アズキ・ Img，リ7豆:5mg，トマト:5mg)を含むDー
グルコース溶液20m!を2時間瀧流させて，小腸による吸
収を調べた。 一方.下部セグメン トは，対照としてレク
チンを含まないDーグルコー ス溶液20m!を閉じ条件で濯
流させた。潜流実験lζ使用したレクチン狼度は，小腸反
転サック法による実験結果を参考にして決めた。循環液
中のグルコース濃度の経時的変化をFig.5に示した。
Fig. 5 -AICトウアズキーレクチンを用いた実験結
Fig.4 Transport of 3 -0-methyl-01-glucose 巣を示した。レ.クチンを含む系とレクチンを含まないコ
by the everted sacs of rat intestine in 
the presence of Iima lectin of various 
concentration. 
キSEG/MFGratio: 3 -0-methyl-0-
glucose in serosal f1uid/3 -0-methyl 
- 0 -glucose in mucosal fluid. 
ントロール系との問ICDー グルコース吸収の経時変化K
は，差が認められなかった。また， トマトーレクチンに
ついて CFig.5 -B)も，問機'C:差がみられなかった。
さらに リ7豆レクチンでは， Fig. 5 -CIC:示したよう
に，コントロールに比べて，レクチンの存在がグルコー
スの腸管からの吸収をむしろ促進するような傾向が観察
( 5 ) 
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乙れまで. トウアズキ中のアプリンと細胞毒性をもたな
いへマグリチニンの分離精製は， DEAEー およひ'CMー
などのイオン交換体およびセフアロース48のアフィニ
ティーカラムなどを用いて行われてきた18}20}21J我々は.
p アミノフェニル s-Dーガラクトピラノシドをリ
ガンドとするCH-セフアロース 48のアフィニティー
カラムの使用で，乙れまでの方法に比べて， トウアズキ
中のアプリンとへマグリチニンをより簡単な操作で分離
し.高度に精lJ!lされたへマグリチニンを得る乙とができ
た。 ζの操作により.ラットを用いた実験Ks-Dーガ
ラクトースに対して異なる緩和性を持つアプリン(細胞毒
性を有する画分)を完全に除いたへマグリチニンを使用
する乙とが出来た。また， 我 は々， Mono Sカラムを
用いた液体クロマトグラフィー (HPLC)によりト 7，
トーレクチンを容易K精製する事ができた。
ラット小腸反転サックを用いてinuitroでのトウアズ
キ， トマトおよびリマ豆の三種のレクチンの糠の輸送lζ
対する影響を調べたと乙ろ，s-Dーガラクトースおよ
びNーアセチルーα-Dー ガラクトサミンIL結合特異性
をもっトウアズキおよびリマ豆のレクチンには，糖の輸
送を阻害する活性が認められた。しかし，ほとんどの糖
蛋白質の絡鎖内部のキトオリゴ糖鎖IC結合性を持つト一三
トーレクチンでは， Dー グルコースの輸送に対する阻害
が，認められなかった。乙のζとから，乙れ・らのs-Dー
ガ「ラクトース妓基または，N アセチルーα-Dーガラ
クトサミン残高高を含む糖鎖(例えば，ムチン型糖鎖)が，
グルコースの吸収機能を担っている輸送系に，あるいは，
その近接部位κ存在するロj能性が考えられる。すなわち，
レクチンが，直緩IC絡の輸主主キャリヤー物質(糖蛋白?) 
』ζ結合するかあるいは，近接する糖蛋白質の糖鎖iζ結合
する乙とによって糖の吸収間害を引き起乙すのではない
かと推測される。
一方 inuiuoで，ラット小腸における糖の吸収に対
するレクチンの影響を調べた結果， Dー グルコースの吸
収は.トウアズキ， トマトおよびリマ豆のレクチンによっ
て阻害されなかった。つまり，乙の結果は， トウアズキー
レクチンおよびリマ豆レクチンに関しては， m uitroで
得られた結果と一致しないものであった。なお，反転小
腸サックによる実験おいて，肉眼的観察では，レクチン
を含む系および対照系の粘膜側溶液共に，問機の性状を
保っている乙とが見られた。しかし insitu灘流実験
においては，対照、の潜流溶液がturbidな性質であるのに
対し，レクチンを含む系の漣流溶液は.透明であり，そ
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(6) 
された。なお，各時点、に係取した瀧流液中のへ7 グリチ
ニン活性を測定したと乙ろ，加えたレクチンのへマグリ
チニン活性の約3-20~杉が筏存していた。
乙れらの結果から，トウアズキ，トマ卜およびリマ豆
から得たレクチンを用いたinsitμ腸瀧流法では何れの
レクチンも.ラ y 卜小腸における糖の吸収には影響を与
えなかった。
賀来他 ・レクチンのラット小腸における糖吸収への影響
? ?
して乳白色の凝築物が観察された。乙の凝集物は，レク るレクチンの糖鎖結合性を調べると共lζ，小腸吸収細胞
チンと澗流液中のおそらく小腸吸収細胞微繊毛膜由来の 微紙毛膜の栄養素の吸収.鎗送K関係する納胞表肘の糖
ムチン性物質との相互作用により生じるものと推測され 鎖精進を明確にする乙とが必要であろう。
る。
乙の粘液悦物質とレクチンとの反応については， EtzJer 
らが，結結-合性の異なる蛍光標識した 4種のレクチンを
用いた結果を報告している6)。またFreedらは， ConA 
が杯細胞を刺激するととにより粘液性物質が過剰に分泌
2) 
されると報告している 。本研究において，小腸反転サッ
ク法による実験では，小腸粘膜lζ対し保護機能を持つと
巧えられるムチン性の粘液性物質が洗浄繰作中において
完全に消失し， ra出している小腸上皮細胞表層の糖鎖あ
るいは，糖の鱗送系担体』ζレクチンが結合して，糖の吸
収が間苫されたという可能1生も考えられる。一方 insitu 
の小腸灘流実験では，本研究lζ用いた三径のレクチンが
ムチン性物質の分泌を促進するかどうかは明ちかではな
いが，乙れがレクチンの小腸上皮細胞表層の糖鎖への結
合を妨げ，犯の吸収の阻害を抑制したのではないかと与
えられる。
中田ら1;.，~レクチンを含む食餌をラットに与えたと
乙ろ，レクチンはり腔内友病とは結合せず， 一部は，小
腸上皮制1胞.&Je:ilζ結合し，栄養素の消化吸収をIm'Jjする
乙とにより，ラッ卜が栄養吸収不良の症状を呈すると報
告している4)。また，原らによってもレクチンを7 ウス
iζ経U投与し同級な報告をしている幻)24 しかし，本研
究Kおけるinsituiflj流実験では，レクチンによる糖の
吸収の閉古は認められなかった。乙の罵由として，経u
投与と維なり，動物組織の生存時間が限定された泌流実
験では，レクチンの小腸における滞留時聞が短いという
問題を含んでいる。将米，より有効な実験方法を検余す
る必要性が示唆される。
一般にd類，c:含まれるレクチンは，栄養素の消化吸収
に悶3を生じるが，十分な加熱処P4Hζよりレクチンが不
活性化する乙とは，知られている。しかし，生食野菜の
渋取が.食生活において日常的になってきた今日，乙の
生食野菜中iζ《まれるレクチンが，どのように栄益紫の
消化と吸収に|刻わっているのかを知る事は，重要な乙と
である。トマトーレクチンは，本研究では inuitroお
よびtnVLUOの実験ともに，小腸の吸収機能lζ彩鰐をワー
えなかった。しかし， ト7 トー レクチンを動物に経口投
与した場合lζ，小限における絡吸収に対する彩轡，消化
管でのレクチンの掌動および消化醇素との関述などにつ
いてはさらに詳細に検討されなければならないであろう。
本研究ては，必ずしも明確な結果を得る事は山来なかっ
たが，食品，特にトマトのような生食する食品に含まれ
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要 約
純物由来のレクチンを精製し，それらのラット小腸に
おける絡吸収への影響を小腸反転サック法および小腸滋
流法を用いて検討した。
1. トウアズキーレクチンは，pーアミノフェニル s-
Dーガ「ラクトピラノシJレー CHー セフアロース 4B 7 
フィニティーカラムを用いて精製された。-}j， トマトー
レクチンは. トマトの抽出の509彰硫安沈澱画分から液体
クロマトグラフィーにより部分精製した。
2. In uitroにおける小勝反転サック法によ りレクチ
ンの総輸送に及lます影響を調べた結果， 卜ウアズキーレ
クチンおよびリマ豆レクチンを粘膜側溶液に含む系は，
レクチンを含まない対照系lζ比べ， 3-0ー メチノレ Dー
グルコースの輸送が阻害された。しかしトマトーレク
チンは，対日号、との問に顕著な差が皐められなかった。
3. In uiuolLおいて，小腸潅流法によ って トウアズキ，
リ7 ¥2そしてトマト ーレクチンの糖吸収に及lます影符を
調べた結果，対照との聞に差が見られず，レクチンの影
響は観察されなかった。
参 考文 献
I )大沢利昭，森 良一編;レクチ ン，講談社サイエン
ティフィク (1979)
2) GoJdstein， 1.J. and PoreJz， R. D. : The 
Lectins ; Properties， Functions， and AppJi-
cations in BioJogy and Medicine， Academic 
Press， Inc. p.33 (1986) 
3) Nakala， S. and Kimura， T. ; J.Nulr.， 115 
(12)， 1621 (1985) 
4) Kimura， T.， Nakata， S.， Harada， Y. and 
Yoshida， A. ; J. Nulr. Sci. Vitaminol.，32 ， 
101 (1986) 
5) Nakata， S. and Kimura， T. ; Agnc. Bio1. 
Chem.， 50， 645 (1986) 
6) EtzJer， M. E. and Branstrator， M.し;J. 
Ce11. Bio1.， 62， 329 (1974) 
(7) 
? ?
食物学
7) Mahmood， A. and Torres-Pinedo， R.・Bio-
chem. Biophys. Res. Comm.， 113， 400 (1983) 
8 )斉藤昌之:蛋白質核酸酵紫臨時期干IJi続・糖
代謝とその制御J，共立出版， 443 (1979) 
9) Delmotte， F. M. and Goldsteim，・I. J. : 
Eur. J. Biochem.， 112， 219 (1980) 
10) Bessler， W. and Goldstein， I. J. Arch. 
Biochem. Biophys.， 165， 444 (1974) 
11) Bryan， J. K. : Anal. Biochem.，78，513 (1964) 
12) Pharmacia Fine Chemicals“Affinity Chro-
matography principles & methods . p.12 
13) Wilson， T. H. and Wiseman， G. : J.Phy-
siol.， 123， 116 (1954) 
14) Dubois， M.， Gilles， K. A.， Hamilton，J. 
K.， Robers， P. A. and Smith， F. Anal. 
Chem.， 28， 350 (1956) 
15) Nakano， H. and Kasai : unpublished data 
16) Lowry， O. H.， Rosebrough， N. J.， Farr， 
A. L. and Randall， R. J.・J.Biol. Chem.， 
193， 265 (1951) 
17) Litchfield， J. T. Jr. and Wilcoxon， F.: 
J. Pharmacol. Exp. Ther.， vol. 96， 99 (1949) 
18) Olsnes， S. : Methods in Enzymology， vol. L， 
Academic Press， p.323 (1978) 
19) Nachbar， M. S. and Oppenheim， J. D. 
Methods in Enzymology， vol. 83， Academic 
Press， p.363 (1982) 
20) Olsnes， S.， Saltvedt， E. and Pihl， A. 
: J.Biol. Chem.， 249， 803 (1974) 
21) Wei， C. H.， Koh， C.， Ptuderer， P. and 
Einstein， P. : J. Biol. Chem.， 250， 4790 
(1975) 
22) Freed， D. L. J. and Buckley， C. H. 
Lancet， m， 585 (1978) 
23) Hara， T.， Tstkamoto， 1.， and Miyashi， M. 
・J.Nutr. Sci. Vitaminol.， 29， 589 (1984) 
24) Hara， T.， Mukunoki， Y.， Tsukamoto， I.，
Miyashi， M. and. Hasegawa， K.・J.Nutr. 
Sci. Vitaminol.， 30， 381 (1984) 
(昭和61年1月1日受理)
Summary 
τbree different 1ectins were purified from edib1e p1ants and their effects on the absorption of 0てglucosein the 
rat intestine were investigated. 
1. Abrus 1ectin was highly purified from the PBS (phosphate buffered saline) extract of abrus bean (Abrus precatorious). 
by affinity chromatography， using p-aminopheny1 ß-o-ga1actopyranosy1~ごH-Sepharose 4B. Tomato (Lycopersicon 
escu[entum) lectin was prepared from the PBS extract of tomato by fractionations with ammonium sulfate and succes-
sive fractionations by H.P.L.C (co1umn packed with Mono S). 
2. The effects of 1ectins on the absorption of 3-0・methy1-o唱lucosewere examined by using intestina1 everted sacs， 
in vitro. Under the presence of abrus and lima bean lectin， the absorption of this sugar was inhibited significantly， 
compared with that without lectin. On the other hand， the absorption rate of this sugar was not significantly altered 
with the tomato. 
3. Either lectins of abrus， tomato or lima bean gave no appreciab1e effect on the o-glu∞se absorption， insitu， under 
perfusion of small intestine. 
(8 ) 
